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 研究代表者 橋本伸也（関西学院大学） 
 研究分担者 広田照幸（日本大学） 小玉亮子（お茶の水女子大学） 
 連携研究者 沢山美果子（岡山大学研究員） 高田実（下関市立大学） 羽田貴史（東北大学） 
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 研究協力者 江口布由子（佐賀大学等非常勤） 山口真里（東京大学大学院生、2009 年 9 月以降） 
 また、連携研究者の塩崎美穂、研究協力者の江口布由子・山口真里を中心として「保護・遺棄」
科研の研究組織内に若手部会を設けて、研究動向分析を中心とした活動を推進することとした。 
 こうした組織のもとで 2009 年 12 月までに実施した研究会活動は以下の通りである。 
①第 1 回打合会 2009 年 6 月 14 日、東北大学東京分室 
②若手部会第 1 回研究会 2009 年 6 月 27 日、東京大学教育学部 
小野方資「身体検査規定における「体格」概念の変容」 
池田雅則「佐口和郎・中川清編著『福祉社会の変容―伝統と変容』ミネルヴァ書房、2005 年 7 月」 
③若手部会第 2 回研究会 2009 年 9 月 21 日、名古屋大学文学部 
三時眞貴子「19 世紀末イングランドにおける救貧と教育‐職業教育をめぐって―」 
姉川雄大「ハンガリーにおける「社会の時代」：最近の戦間期ハンガリー社会政策史から」 
江口由布子「Tara Zahra(2009) ‘Lost Children: Displacement, Family, and Nation in Postwar 
Europe’ The Journal of Modern History 81」 








































































































                                                   
1 倉地克直『全集 日本の歴史 11 徳川社会のゆらぎ』小学館、2008 年 
2 小松裕「捨て子の『作法』」『全集 日本の歴史 14 いのちと帝国日本』小学館、2009 年 




































                                                   

















































































































実際、イングランドでは 1741 年にロンドン捨て子院（London Foundling Hospital）が創設さ
れるまで、捨て子養育のための施設は存在しなかった6。17 世紀から 18 世紀初頭にかけて、捨
て子院創設の声は幾度か上がったものの、いずれも、道徳的な理由（婚姻外・前の性交渉の助長）
                                                   

















るが、他地域では決して、乳児遺棄は際立った現象とはいえなかった（Fildes:  1990, 










































した福祉の複合体史（Thane:1996)、中間団体（Charity Organization Society, Save the Children, 
National Society for the Prevention of Cruelty to Children）の歴史を扱ったもの（Mulley：










（Arnot:1994, Homrighaus:2001, Smith:1990, Davies:2000, Thom:2003) 
 
(4) 大英帝国と子ども移民 












（Corbett：1981, Laskey：1987, Snow：1999, Corbet：2002, Kohl：2003, Gilchrist：2003, 























世紀から 20 世紀初頭に、西から東へと地点を移動しながら最盛期を迎え、19 世紀後半のオース
トリアのウィーン、20 世紀初頭のロシアのモスクワやサンクト・ペテルベルクでは、一年あた
りの受入数は 1 万人を超えた。 
 
（2）研究史 
 「捨て子院研究」ともいうべきジャンルは、1970 年代に萌芽的に出始め、1980 年代以後の社
会史の興隆とともに本格化した。1980 年代から 90 年代初頭に代表的研究――イタリア[Hunecke 
1987, 1994; Kertzer 1991, 1993, 1999]、フランス[Fuchs 1984]、スペイン[Alvarez Santolos 
1980]およびロシア[Ransel 1980]――が登場した。1989 年には、ワシントンで「ヨーロッパ史
における子どもの遺棄。シンポジウム」が開催され、フックス、カーツァー、ランセル、ルイー
ズ・ティリーなどの主だった論客が参加した[Fucks/ Tilly/ Ransel/ Kertzer 1991]。その後、
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日時：2009 年 6 月 27 日（土）13：00～17：00 




























































































































ミネルヴァ書房、2005 年 7 月 
池田雅則（東京大学大学院）  


































 そして中川によれば、現代社会における家族をめぐる政策論を問う視点として次の 5 つの視
点があるとされる。 
①政策対象の調査・把握 
   「国民の範囲の確定」「国民の把握と確定」に関わることが含まれる。 
②家族関係の承認・規制 
   「民法」「現実に存在可能な多様な関係のうち、特定の関係が法的に承認され、他の関係
にはない法的規制（保護・権利・義務など）が加えられる」ことが含まれる。 
③政策基盤としての促進・整備 










第 1 期（19 世紀末まで）：制度や政策と生活実態とが乖離している時期 
  第 2 期（1930 年代半ばまで）：政策平面が形成され組織化される時期 
  第 3 期（戦時体制と戦後改革）：家族生活と社会政策とが接近し具体化する時期 
  第 4 期（1960~80 年代）：雇用者家族・男性稼ぎ手家族への政策対応の本格化 
  第 5 期（1990 年代から）：家族の関係をめぐって政策的な調整がはじまる時期 














































 今回は、佐口和郎・中川清編著『福祉社会の変容―伝統と変容』のうち序章、2 章、10 章、
終章を中心に検討を行った。本報告では、報告者である池田雅則氏の配慮により、概説的な話を
している序章、10 章から具体的なテーマについて言及している 2 章、そしてまとめの終章とい
う流れで本書のまとめがなされた。そして、最後に３点ほど挙げていただいた論点についての議
論を行った。 

























日時：9 月 21 日（月） １２：００～１７：００ 







江口由布子「Tara Zahra(2009) ‘Lost Children: Displacement, Family, and Nation in Postwar 
Europe’ The Journal of Modern History 81,pp. 45-86.」 
 




















 1850 年 1 月 1 日に救貧を受けていた子どもの数は、ワークハウスにおける救貧（院内救貧）



























することが推奨され、設立された学校である。1859 年には 19 校（4,381 名）あったことが確認
されているが、そのうち、13 行がロンドンに建設された。地区学校は、1844 年に救貧法委員会
によって設置されたもので、ワークハウス内の 4‐16 歳の子どもを対象としていた。1855 年の
デニソン法により、院外救貧を受けている子どもにも就学費用の資質が認可され、院外救貧児童
も学ぶようになった。1870 年には、一般の労働者階級児童と平等になるように 5‐13 歳に就学











可を受けた。1878 年には 77 校があったが、そのうち 37 校が職業訓練校、16 校が盲学校、11 校
が聾学校、11 校が孤児のための学校、2 校が精神障害者のための学校であった。 
 貧民児童の中には、経済的理由などの理由でさまざまな罪を犯す子どもも多数存在した。その
教育を担ったのは、感化院や一部の勤労学校であった。感化院は、1854 年法によって設置され













1861 年には、貧民児童をボード・スクールに少なくとも数名、進学させた連合の数は 30 校であ
ったが、1874 年には 98 校、1883 年には 215 校、1893 年には 397 校と増加した。1907 年に公営
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Tara Zahra ‘Lost Children: Displacement, Family, and Nation in Postwar Europe’ 
The Journal of Modern History, 81, 2009, pp.45-86. 
江口由布子（佐賀大学非常勤講師） 
 本報告では The Journal of Modern History の 81 号の特集「20 世紀ヨーロッパの子どもたち」に
掲載された T.ザーラの論文紹介を行った。 
まず、簡単にザーラの研究業績について触れておこう。現在、コーネル大学に勤めるザーラは、 
2008 年に Kidnapped Souls. National Indifference and the Battle for Children in the Bohemian Lands 




































































































指摘されているが(たとえば Madeleine Herren, Diskussionforum: Sozialpolitik und Historisierung des 









































Die Pädagogik der sozialen Frage : (Spzial-)Pädagogische Theorie vom Beginn des 













































また、不良少年に対する措置である保護教育を第 64 条において次のように定めている。 
18 歳に達していない未成年者は後見裁判所の決定により以下の場合に保護教育に委ねられる。 
























































































































































⇒ 「すべての子どもの福祉」への公的責任の明記（第二条）（1947 年）と 
「保育に欠ける」という制限（第二十四条）（1951 年）が混在の状況 
         普遍的福祉思想と救貧的保護政策が並列  
 
以上の報告に対し、以下の点から質問、議論が行われた。 
・ 保育所の公立と私立では設立背景などどうちがうのか？宗教的背景にはどのようなも
のがあるのか。社会福祉法人と仏教・キリスト教の関係など、保育士史として調べるこ
とがあるだろう。 
・ １９９０年代になって保育所を利用する事に抵抗がなくなっていくのはどういうこと
だったのか。女性労働政策との関係。 
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・ 「子どもをあつめて保育する」というのは近代の発明。それ以前は基本的に自己（個別
のイエ）責任。技術革新があったから、できること・選択肢が増え、生活がかわってい
った。 
・ 慈善⇒社会事業⇒社会福祉…という単線ではない保育史を描くことは可能か。 
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文献レビュー 
金澤周作『チャリティとイギリス近代』京都大学出版会、2008 年 
内山由理（首都大学東京大学院生） 
本著は、18世紀から20世紀にかけてのイギリスのフィランスロピ史（福祉）を邦文で初
めて本格的に扱ったものである。著者の2008年の博士論文をもとに出版されたもので、イ
ギリス近代のフィランスロピの全体史を目的とし、フィランスロピを「民間非営利の自発
的な弱者救済行為」と広く定義し、国家から自立した一領域として理解し、ジェンダーや
帝国、階級、チャリティの言説分析、教育など、様々な角度から追究するに至っている。 
近代イングランドでは、１７世紀末以降の「名誉革命」体制下で貴族的地主層（いわゆ
るジェントリ）を中心とした地方統治が進んだ。産業革命の都市化と人口増加によって生
まれた貧困問題は、地域で解決することが求められた。こうした状況に、フィランスロピ
は、「民間非営利によって、自発的に弱者救済」を行う機能として働いた。 
このフィランスロピには、5つの形態が存在し、それぞれのフィランスロピの担い手と基
金の運用方法によって異なっている（信託型、結社型、友愛組合支援型、慣習型、個人型）。
グレートブリテン全土のチャリティの数や規模の実証的な検証から、その形態のうち信託
型が一番潤沢な基金をもち、続いて結社型の順番となっていた。しかし、労働者の多かっ
たマンチェスターやバーミンガムでは、信託型より友愛組合の数が多いことがいえ、フィ
ランスロピは、地域の事情に合わせて展開したことがいえた。しかし、いずれも、時代が
下るに従って、チャリティの基金は上昇したとし、フィランスロピは活発になっていたと
している。 
 第二章では、近年の「福祉の混合経済」史に依拠しながら、救貧法の研究史におけるフ
ィランスロピの位置づけを整理している。救貧行政をめぐる従来の研究では、貧者の救済
には、公的救貧の果たした役割しか認めていないものが圧倒的多数であると述べる。 
17 世紀始まる公的救済にあたる救貧法は、1834 年に救貧行政の改革によって、「劣等処
遇」とよばれる、救済を受けるに値する労働者（the deserving）の選別傾向を強め、かつ
スティグマがあたえられた。しかし、著者によれば、公的救貧法が過酷でありつづけたの
は、公的救済と貧者の間に、フィランスロピは人々の「転落」を防ぐ網があったとして、
最貧困者に物質的救済、公的救貧に頼らない人間を作る間接援助を行っていたとする。た
とえば、戦争などの影響を受け、救貧行政の支出額に激しい変動が見られた公的救貧より 
チャリティ資金が、少なくとも 18 世紀末から、一貫して安定ないし上昇傾向であったこと
を示していた。また、日常的な救済現場において、救貧行政の担い手たちから、チャリテ
ィの担い手たちは、その活動は意識されたものであった。 
 第三章では、イギリス国内のフィランスロピ空間における諸主体（アクター）たちを、
王族、地域有力者、富裕者、女性、受け手、英国人の６つに分類している。 
フィランスロピは、アクターたちにとって、単なる社会階層の維持としてステイタスを
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確保するだけでなく、フィランスロピは慈善を行う人々のネットワークは、多様な都市問
題などに直面した人々によって、共同体を作っていた。著者によれば、そのような、共同
体の内部では、「悲惨＝救済の対象の創出」を生み出すサイクルが生み出される。（「悲惨」
の創出→アクターたちの動揺！→「救う・救ってくれる共同体」の義務意識の拡大→「悲
惨」の創出→… ）常にフィランスロピ空間が、いわば再生産されているという。 
先行研究で（ジョアンナ・イニスやアラン・キッドら）は、フィランスロピのイデオロ
ギーは、時代とともに様々な要因で変化したとのべられている。また、19 世紀末から始ま
った国家福祉的な取り組みは、フィランスロピを国家の下位におき、縮小したとする議論
がある。しかし、著者によれば、このフィランスロピ空間の再生産の過程には、変化した
とされるフィランスロピのイデオロギーは、実のところフィランスロピの存在を肯定する
一貫したコンセンサスであったとする。これは、19 世紀末に国家福祉的な取り組みが始め
られたときですら、フィランスロピを維持するコンセンサスは働いていたとする。すなわ
ち注目するべきは、そのようなフィランスロピの変化ではなく、なぜフィランスロピが継
続されたのかという点である。著者によれば、フィランスロピは「転換」したというより
も、あるコンセンサスにのっとり、その言説が内部で、分節化し、「多元化」したという。 
そこで、本著では、フィランスロピの批判論争の代表的な事例を３つとりあげ（①チャ
リティの不健全運営、②「選別的」「非選別的救済」③「貧しいこと」）、これらのフィラン
スロピの批判言説が、チャリティを維持させるために働いたとしている。また、19 世紀末
の「投票チャリティ」の習慣が、20 世紀前半まで継続したという事例をとりあげ、国家福
祉が拡大した時期においても、フィランスロピは肯定され続けたとのべている。 
レビュー担当者は、近代イギリスにおける巨大で強固なフィランスロピの存在を示唆し
た本著を評価し、教育史の文脈との再考する手立てとした。本著の公的救貧とフィランス
ロピの関係は、ほぼ公的な教育とフィランスロピの教育の関係にも対応する。19世紀後半
に国家が出現する以前に、すでにフィランスロピは、修道院や大聖堂付属学校やパブリッ
クスクールや、大学など、多様な教育機関を包括していた。本書の分析によるフィランス
ロピ史では、教育もまたチャリティ複合体のひとつであり、教育へのチャリティの投資は
決して低くはなかった。イギリスにおける公教育という概念を、公立学校と私立学校の二
分割で考える枠組みから、より広い視野で検討するためには必須ではないかと思われた。 
フロアには、教育史とフィランスロピ史の両者のかかわりに関心をもつ研究者も多く参
加しており、イギリス、ドイツやオーストリアや、日本など各国との違いなど、様々な角
度から議論がなされた。 
・著者本人から、本著について語られた。近代イギリス社会では、フィランスロピによ
って、巨大な規模の金額が弱者に対して投資されていた。公的救貧の影には、チャリティ
による福祉資本主義が成立していた。フィランスロピは、イギリスの公的救貧と対峙する
立場にあるが、公的救貧を理解するうえでも、フィランスロピを意識することは不可欠で
あろう。フィランスロピは、公的救貧のような一律化を目指したものではなく、自由主義
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的な社会原理に支えられていた。投票チャリティの事例が示したように、たとえば、弱者
が支援を受ける際、人々は、救済されるスタンダード（Deserving（救済に値する人々）や
Respectable（尊厳のある人）など受給者の人となりを示す）を独自に設定し、救済のあり
方については様々な言説が存在していた。 
・本著は、公的救貧とフィランスロピを対峙的に扱っているが、税金とチャリティの明確
な区分は同時代人にとって、どれほど意識されたものであったのだろうか？区分があった
とすれば、それはどの時期に当てはまるのだろうか、といった質問があった。具体的に教
育史の分野では、1870年初等教育法成立時において、地方税による公営学校の導入に対し
て、ヴォランタリースクールのようにチャリティによる学校運営を唱えるという反対意見
があった。こうした反対意見の裏側には、ひょっとして、学校運営に関してチャリティに
よる教育と税金による教育の明確な区別がついていない社会が存在していたからではない
だろうか。質問に対して、著者は議論構成上、救貧行政とフィランスロピを対峙させる構
図を本書ではとったが、他方、著者としては、公的救貧をチャリティをも含めるpublic 
charityという概念に、最近注目している。今後の研究に生かしていきたい。 
・これに関連して、イギリスの国家と地域統治についても議論がおよんだ。そもそも、イ
ギリスでは、地域で行うべき事柄については、地方税によって統治を行っていた。国家的
な法案は、地域に対して条件整備を規定しただけであり、基本的には国税の援助によって、
地方税の不足を補填するシステムをとってきた。このシステムとともに、「mixed economy」
の福祉エージェンシーは、重要な中間団体として、各地で様々な役割を担ってきた。本著
は、その歴史的な経緯について指摘し、フィランスロピ（社会における親密圏に位置づけ
られる）が、ギバー（与え手）中心の社会から、レシペンツ（受け手）を中心に考えられ
た社会へと変化したと取り上げている。フィランスロピおよび行政制度のバランスは、現
代的なトピックであり、大きな示唆に富んでいる。 
・また、本著のフィランスロピ空間の言説分析に関する意見もだされた。近代イギリスの
フィランスロピ空間における弱者救済の思考サイクルは、海難救助の事例に挙げられるよ
うに、技術革新が人を助けなければならないという意識を喚起させた。現代においてもた
とえば医療の技術革新の与える福祉や教育への影響力は大きく、社会学的にみてもきわめ
て興味深い問題提議であることも確認された。 
・本著では、フィランスロピを弱者救済を行う行為と限定したが、これについてフィラン
スロピの別の側面についても意見がだされた。フィランスロピは、たしかに相互扶助の側
面も存在するが、同時に紀律的側面も重要であろう。フィランスロピには、警察的機能を
もったチャリティ協会も存在していた。いわば、社会に対してヴォランタリーな飴と鞭の
両義的な機能を果たしていた。 
 
